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' . 貝殻のマ:河汐 iyji thZ長

¥ 貝殻を構成する主な成分は炭酸石灰でjちるがし表問J
に近い部分は表面に垂直なノJ、柱状の方解子でありてミ
れに次いで真珠層と呼ばれる譲右からなるJ害状の部分
がある。 (1)
: また方解石も譲石もともに炭酸右灰 ( C a C O ) であ
るが、同質異像で前者が六方晶系〈三方晶系〉である
のに対し後者は斜方晶系に属している。との設定fは
3 W C - 4 9 0 0 Cに熱すと方解石に変化するが、常温で
も極めて徐々に変化する傾向が見られる o (2) 記

筆者は現生および化石の貝殻を吸ううちに、貝殻の
殻質にわろいろ相違があるととに気付いてきた。すな
わち、同じ地層から出る化石でもイタヤガイ} ガキな
どは極めて保存がよく、時には色彩までも残ってい: 5
ととが珍らしくない。、し荷造1三吉1; .リー、ザルヵ;sイなどI t
耳支出すとすぐに崩れ去って、採集は極めて困難であ、る
場合が多い。これはもとの殻質に何か差遣があるもで
はなかろうか。またも化石といっても現生と変らぬほ
ど美しいものがあり、これが地層中よりでずに、 )1)原
とか土輔の酔より出た騎は化右か脳かの佳品

担叫 "  ， lこ苦しむ事が多い。これを簡単に見分ける事ができ二
塁ぎに何時代に属するものかを化学的方法によって簡単
に知るこJとがでまれば甚だ有益であろうと考えた。そ
の手始めとして殻質の相違を譲右と方解石と戸の差i仁置
いて「マイゲν」反応を用いて試みたo ，この方法は極
めて簡単で、鉱物の粉末を硝酸コバルト溶液で煮沸す
ると、覆右ならば美しい紫色に染まり、方解石ならば
そのままで染まらないのある。手許にあった貝殻数十
種についでこの万法で調，- " ' : . た結果、次表のような結呆，
を得た。

〔研究方法〕
材別に有機物が含まれると氷反応は明瞭でなくなる
ので、材' * ' 1 はなるべく表皮のないものを用いた。ま T己主
貝殻は柱状の部分と真珠j霞に分けるとよいが、困難な

有様凌ヨバルトは結晶状のものを用い、 10-0.5 % の各
濃度のものについて試験したが、 2 ガ位でも、反応を
見分けられることを知ったので、! 主として経済的見地
からこの程度を用いた。分量をは殆ど一定とし、粉末は
水牛小さじに 2 杯とり、溶液は 2 ccほどとった。また
煮沸時間も大体一定とじ沸とう後J約 1 分とした。
〔染色度一覧) 0印は染色、ム印淡く染色

×印は主染色しないもの
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Jp 、
ムカシチヒロ 舞子×

ハ P マιシキ〈仮都〉 舞子×

アズマょユシキ 東京湾 x

トウキョウホタテ 東京×

ホタテガイ 函館土

イタヤガイ 銚須 子磨 x  東京×ム
ナミマカシワ 須磨ム大清田 x  舞高子塚、山.ヌA  

マガキ 須磨O  大青田 x 高塚山 x
イタボガキ 明石 A  高塚山 x

〈義歯類〉

ヤマトシグミ 明石O  舞子ム

プミガイ 東京湾O  瀬叉 A  
キヌザル 明石O  
プラウ y ス・ザルガイ 東京O  〈イ反事示3
ホソスヅイνカヂ 銚子O  東京×
ハマグリ 須磨O  
カガミガイ 須磨O  
ホソスヅカガミ 来京ム

アサリ x  

ウメガイ

バカガイ

ゴイサギ

ヨシラトリ ム

〈無面類〉

マテガイ

グチベェ

グチペニデ 東京

ニオガイ 大青回

ウミタケ 東京ム

〈具草E帯類〉
コカタピラガイ 東京ム

しかし不等筋類に麗する多くのものはむしろ陰性とな
る事が多く、現金において既に方解右ばかりから成る
ものであると考えられる。この事から直ちにイタヤガ
イ、カキが化石として保存され易い理由を考えること
は困難であるが、想像を許されるならば、霊定石は腐蝕
し易く、始めから方解石であるこれらの貝殻は腐蝕し
難い状態で終始保存されるので、これに反してその他
のものは方解右に変化するまでに腐蝕される機会が
多く、そのために化石となった場合、色、形の上に変
化する事が多いのではなかろうか。カラ -:f"Yガイ、キ
セルガイなど陰性のものがあるが、前者は粉末の色が
茶褐色で見分け難〈、後者は近縁のカタ Y ムロと区別
がそれ程朗らかであることは断じ難い事である。との
事は興味ある事として今後の問題としたい。
第 2に者えられることは化石と現生との違いであ
る。上の表についてその比率を求めると次のようにな
る。
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‘
 ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 時代名 | 現生 | 積 | 新|

| 叫比率陥叫比率同船均率1
7 イゲソ反応 ¥ ¥ 陣数1 94障制 % 陣数ルヨ

ヱ竺土三 |31 I出 115 J  
ムうすく染色 | B J 1 M l 6阿 21182

三石ぷ t... V'. I  4戸τ同L:出
会計 l担 1100 I  27 j100 i  11 1100 
語数が少ないので確かなことは言えないが、現生と

務、農世のものとでは殆ど区別がつかない。しかしその
梁色の度は殆どのものが比較的現生の方が濃い。なか
にはナミマカシワ、ホソスジイνカゲガイ、マガキの
ように相当朗らかに区別し得るものもある故これらを
使えば、地層の時代的区別はできるかも知れない。し
かし鮮新世のものとなるとほとんどが方解石化されて
梁まらない。したがって他地域については判らない
が、本地域に関しては、朗らかに現生種と区別し得
る。
以上述べたように貝殻には霞沼をもたない群があ
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〔者
の他は殆ど神戸周辺のものである。
察〉

上の表から第 1 に考えられることは、現生ではほと
んどがマイグシ反応陽性であり、設石と考えられる。

するには更に多くの材料を広い地域より集ーめ、 7 イゲ
γ反応よりも更に鋭敏な、定量的反応があればよいと
考えられる。これも将来なされるべき研究であろう。
参考書 (1) 1942，高視俊一，貝の生活， p.12 

くの 1943，須藤俊男，鉱物化学， p.173 
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